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次のステップに向けて期待したい内容

自己評価

実践状況

本人が納得のいくまでアセスメントを行い努力している。

ご家族が納得のいくまでアセスメントを行い努力している。

定期的に面会に来られる方が少なく、苑にまかせている家
族が多いが相談などあった時には共に支えていけるよう
話し関係を築いている。

その都度、本人と家族が必要としているサービスを利用で
きるよう支援している。

理念にもあげている様に利用者様から知恵を学び、常に
一緒に生活を支えあう関係を築いている。
（掃除、洗濯、食事の用意など）



次のステップに向けて期待したい内容

自己評価

実践状況

入所前より続いている、馴染みの人との関係を続けてい
ける支援をしているが現在そういった利用者様がいない。

一人一人自分らしく希望にそって暮らせるように支援して
いる。

入所にあたり、本人、家族とよくアセスメントを行い、職員
全員にわかる様、記録に残している。

一人一人が孤立せず利用者様同士が自由に過ごせる場
所を確保している。
また、食事の席など配慮している。

亡くなり退苑する方が多く、利用者様とは関係をもてない
が残されたご家族の相談などあった場合はその都度対応
している。

毎日の様子を記録に残している。

サービス担当者会議を開き、要望や意見交換をしケアプ
ランを作成している。



次のステップに向けて期待したい内容

自己評価

実践状況

毎日個別に記録し、情報を共有し介護計画に反映させて
いる。

本人の希望、要望にできるだけ応じリハビリなど行ってい
る。

月に４回訪問看護を受け、看護師に相談しながらケアに
取り組んでいる。

常に情報交換を行い連携している。また、定期的に医療
機関にいき担当が、看護師に状態を聞き早期退院に向け
相談している。

民生委員や役場の福祉の方との関わりはあるが、警察、
消防等との関係作りが少ない。

主に往診で対応しているが専門医への受診や入所前より
受診している病院には家族の協力も得ながら受信してい
る。

重度化やターミナルケアについてはなじみの関係での生
活を維持し、本人が望む場所で最期まで暮らせる様、医
療関係者、家族と話し合い行っている。



次のステップに向けて期待したい内容

自己評価

実践状況

消防研修にて知識は学んでいる。
また、消防署職員立会いのもと訓練を行った。

一人一人の人格を尊重し声掛けも常に気をつけている。

マニュアルを作成し事故発生に備えている。

毎日、身だしなみを支援し月に一度の散髪行っている。

野菜の皮むき、片づけなど職員と一緒にし、個人個人の
力を話しながら行っている。

一人ひとりの思いや希望などに耳を傾けできるだけ自己
決定できるよう働きかけている。

利用者のペースで生活して頂ける様、希望に添って支援
を行っている。



次のステップに向けて期待したい内容

自己評価

実践状況

利用者一人一人の排泄パターンを把握しプライバシーも
配慮し排泄の声掛け誘導、介助を行い自立に向けた支援
を行っている。

バランスの良い食事提供し1日１回ラジオ体操で体を動か
し予防に努めている。また、便が３日以上でない人には主
治医より処方された薬を服用して頂く。

かたよった栄養にならないよう毎日の献立に配慮してい
る。また、水分も自己にて飲める方は居室にお茶を用意し
その他の方は定期的に水分補給の時間をもうけている。

義歯のある方は毎日ポリデントにつけ清潔を保つ。また、
毎食後の口腔ケア声掛け、介助にて清潔を保っている。

新しく処方された薬は主治医や薬剤師に副作用や用法を
聞き理解している。また、服薬忘れ誤薬のない様声かけ行
い確認している。

利用者一人ひとりできるだけ希望に合わせて支援してい
るが、人員不足により利用者様のタイミングでの入浴がで
きづらくなっている。

居室の温度やＴＶの音量なども配慮し安心して気持ちよく
休息して頂ける様にしている。



次のステップに向けて期待したい内容

自己評価

実践状況

車椅子の方、認知症の方の多くがその人その人のできる
範囲の力を活かし支援している。

本人、家族希望にて携帯電話をもちいつでも知人や家族
と連絡がとれている。電話を持ってない方は希望に応じそ
の都度対応している。

利用者が落ち着いて生活できる様日々音の大きさ光の強
さ温度調整など工夫し配慮している。

コロナ禍の為、外出は控えている。

希望に応じできるだけお金を所持できる様に支援している
が、認知症の度合いによっては家族と相談し苑で管理して
いる。

すべり止めや手すりを設置し安全に生活できる様工夫し
ている。

ソファーやタタミの空間を作り、利用者同士で自由にすご
せる様に工夫をしている。

シーツやベッドは苑の物で統一しているがタンスや小物、
ラジカセなど使い慣れたものを使用し居心地よく過ごせる
様支援している。


